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1. S. 1nutans の代表菌株あるいは臨床分離株に対するクロールヘキシジンの最小発育阻止濃度を，
Tripticase Soy Broth 中で測定した結果，本剤の抗菌作用のいずれにおいても，調べた限りの S.
1nutans の菌株間で大差なく，また検定系における唾液の存在，および被検菌を前培養する際の培地
へのスクロース添加によって さほどの影響を受けないことが示された。
2. S. 1nutans F A -1 株の菌体外多糖体合成へのクロールヘキシジンの影響を調べた。すなわちこ







が観察された。なお S. Sa1ψlÌs および S. sαlivarius による菌体外多糖体合成もクロールヘキシジ
ンにより抑制された。

































発能が確認されている Streptococcus mutans を主な供試菌として調べたものである。その結果，本剤
は抗菌作用，特に歯面における集落形成阻止，菌体外多糖体の産生，可溶性グルカンなどの歯面への
付着に対していずれも高度に抑制的に働く一方，人工歯苔からの離脱を容易にするなどの多面的な作
用をもっていることが明らかにされた。
すなわちこの研究は，本剤の著明な歯苔抑制効果が，単なる抗菌作用のみでは説明し切れないこと
を初めて明確に証明し，さらに歯苔抑制の問題はさまざまな角度から検討されるべきであることを示
した点で， きわめて意義が大きい。
したがって，竹村金造君の論文は，歯学博士の学位に十分値する価値の高いものと認める。
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